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察対象とした。班は ６ 名の児童（男児 ３ 名，女児
３ 名）で構成され，それぞれＡ男，B 男，C 男，











































　まとめ． ６ つの面は 5 本の辺でつながっていな
ければ切り離されてしまうこと，直方体の12本の



































a の「切ってはいけないね」という発言は ３ 辺切
れている面が目の前にあることから，切ってはい
けないことは自明であり，念頭操作は行われてい
ないと思われる。一方 A 男とＢ男の b・c の発言
は，頭の中で出来上がりの図が思い浮かんでいる




C 男：図 ４ の①②③を切る。
B 男：図 ４ の⑥⑦を指差しながら「次，縦 ２ 本。」
E 子：「大丈夫？」
D 子：図 ４ ☆を指差しながら「これが残ってるから大丈夫だよ。」
〈考察〉2 つめの箱を切り開いている場面である。













































































































図 ₈　 ４ 回目に切った部分
























学習課題 ２ で，なぜ切った部分がどれも ７ つなのか考える場面
Ｃ男：切った展開図を組み立てて箱の形に戻す。
Ｂ男：「切ってないところが ５ 。」




（別の班の大きな声②：「折り目の数が ５ こないとつながらない，だから絶対 ７ を切る」）
Ｃ男：「辺を数えてみよう」と展開図の辺を数えようとするが，うまく数えられない。
Ｄ子：「元の形に戻す時， ５ 回で直せる。」









児童①：「戻す折り目は必ず ５ で，辺は12本あるから，12− ５ ＝ ７ 。」
児童②：「面が ６ こ。辺は12。 ７ 回切るから残りの辺は ５ で，それ以上切ると，面が １ こ取れる。」
児童③：「よく意味がわからないな。」











































は簡単なものではない。小学 ３ 〜 ４ 年生の空間表
象能力は，その発達の個人差が大きいという報告
もある（上月　2011，山本　201３）。先行研究で
示唆されている通り，本研究でも， ４ 年生を対象
とした授業での立体・平面の念頭操作には個人差
が多く見られた。
　空間表象の力は教育によって育てることができ
るのか，今回の授業観察からは明らかにはならな
かった。しかし，本授業で行われた活動は，念頭
操作を行う機会を児童に提供するものである。機
会を提供されることによって念頭操作が出来るよ
うになるのか，一人一人の児童の思考の変化を詳
細に追っていくことが今後の課題である。
＜注＞
1 ）山梨学院大学附属小学校教諭
2 ）山梨学院短期大学専攻科保育専攻学生
３ ）本研究は山梨学院短期大学「人の研究に関する
倫理審査」において審議され承認された（承認番
号：201６002）
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